
12月の道内景況 情報連絡員レポート
年末の賑わいはあるものの、引き続き物価高騰の影響で売上は伸び悩んでいる。

製造業
食料品 �
● �昨年は北海道全体で中国の日本水産物輸入禁止措置の影響を受けたが（当地域
のホタテの影響は少なかったが）現在は回復している。

　・�秋鮭の漁獲量が北海道全体で大きく減少したことから、比較的に漁獲量が
あった当地域への買入により価格上昇となった。そのため、水産加工場は取
扱量減少となり、大きな利益確保は難しかった。

　・沖底漁は 11 月～12 月にかけてしけが続き水揚げ減少。� （網走）
●味噌出荷量（道内）；単月（令和6年 11 月）	 前年対比　101.7％
　　　　　　　　　　累計（令和6年1月～11 月）	 前年対比　  96.8％
　醤油出荷量（道内）；単月（令和6年 11 月）	 前年対比　  81.7％
　　　　　　　　　　累計（令和6年1月～11 月）	 前年対比　  94.9％
　味噌出荷量（全国）；累計（令和6年1月～10 月）	 前年対比　  97.2％
　醤油出荷量（全国）；累計（令和6年1月～10 月）	 前年対比　100.1％
　・�令和6年 11 月の道内単月の出荷量は、前年対比、味噌は良く、醤油は悪

かった。
　・�令和6年1月～11 月の道内累計出荷量は味噌・醤油ともに悪く、状況は変わ

らず。
　・前年と比較して味噌・醤油ともに悪い。
　・�報道等にもあるように、新米が流通しても流通業者の買い付け競争が激しさ

を増しており、米の価格の高止まりが解消されていない。味噌業界にとって
価格を含めての今後の原料米の手当については、相当厳しくなると思われ
る。� （全道）

● �依然として、加工原料のイカの不漁、円安による原料・資材価格の高騰・エネ
ルギーコストの上昇により、薄利ではあるが雇用維持に努めている。また、当
組合員の中でも2社がM＆Aへと企業合併が進みつつある。

　�・�トランプ前大統領が 2025 年1月 20 日に就任する。世界並びに日本における
影響など、中小企業の経営において今後予測されるメリットとデメリットの
情報提供が必要。� （函館）

木材・木製品 �
● �基本的に 11 月と同様に推移しており、特に変わったこともない。12 月のトド
マツ原木の工場への入荷は、前月期同様落ち着いている。市況については在庫
が不足している状況になく、弱保合で推移している。国有林材のトドマツ一般
材については、オホーツク、道央圏、道北では複数の応札があり、活発な動き
が出てきている一方で、道南圏については、不落が続き出口が見えず特に道南
スギ、カラマツについては、全く動きがなく、供給過多となっている。原料材
については、FIT の影響から安定かつ高値安定で推移していたが、4月以降価
格が下降している。12 月のカラマツ原木については、合板業界がかなり苦しん
でおり、しばらくはこのような業況が続くものと思われる。

　・�トドマツ製材市況は、先月に引き続き景気後退等の影響により、新規住宅需
要が前月に比べ減少しており、回復することは不可能に近いものの、建築用
材については、絶不調に陥っており、土木資材については多少の動きがあ
る。価格は弱気配～保合の状況にあり、カラマツラミナについても、減少傾
向で推移している。また、市況はカラマツ、エゾ・トドマツは弱含みが見込
まれる。なお、本州のスギが市況に入り込み、道内の市況を圧迫しつつあり
業界内では脅威に感じている紙原料は、不足気味で原料材価格が上昇してい
たが、全体的に下降気味である。木質バイオマス原料については、順調に集
荷されており、価格も高止まりの傾向から、下がり気味で推移している。今

年は、高温の影響から虫害による材の品質低下が顕著であった。国有林に対
し、伐採時期等について、具体の要望をしているところ。

　・�道内製材業界は、主力製品である梱包材・パレット材のオーダーが大変厳し
い状況下にあることから、一昨年から上昇した電力料金や各種諸資材、航送
料金の値上げなどを、製材品価格に反映させることなく、自助努力により吸
収してきたところだが、そのような中、「2024 年問題」（トラックドライバー
の労働時間規制）によりトラックの手配に各工場が苦慮しており、特に半導
体工場等の資材運搬に多くのトラックがシフトしている状況である。�（全道）

● �時短操業は 10 月末には脱したものの、受注量の活気が今一つ戻らないのはや
はり国内需要の停滞が影響していると思われる。� （十勝）
窯業・土石製品 �
● �12 月の生コン出荷量は前年並みと推定。（207 千m3、前年同月比 100.0％）� �
� （全道）

● �販売価格は前年に比べ上昇しているが、運賃や人件費等のコスト上昇から収益
の改善が見通せない。

　・�公共事業の減少や再生骨材（建設工事等で発生したコンクリートやアスファ
ルトを加工して再利用する骨材）の普及により、砂利のニーズは道央圏など
一部の地域を除き減少しており、業界全体として厳しい状況にある。�（全道）

鉄鋼・金属 �
● �鋳物製品は総じて悪い。自動車向けは国内販売台数の減少により微減。上下水
道向けは平年並み。建設向けは減少。� （全道）

● �新造船・修繕船とも好調で、収益体質が改善し、営業黒字化を継続する見通し
が立ち、中間期の業績向上で予想を上方修正する造船所が多数で、各社グルー
プ会社との資機材共同調達効果などが増収に繋がっている。� （室蘭）
一般機器 �
● �物価やエネルギー価格・原材料高騰の影響が長引いて、売上が伸びない。今年
から年賀状廃止やカレンダー配布の中止など、経費削減に努めているところが
増えている。

　・�中小企業が賃上げするためには、利益を伴う受注が必須。先ず安定的な行政
サイドの発注と景気対策が必要。手取り増のためにも中低所得者へ給付金
（非課税世帯だけでなく）や減税（特に子育て世帯向け）の早期実施。消費税減
税実施。生活保護世帯等の医療費無料化などは撤廃、1回 500 円の負担など
を要検討。無料化が必要以上の医療費増大につながり、働く世帯の保険料負
担になっているのではないか。� （札幌）

● �年末の駆け込み需要も少ない。付帯事業が多いため、設備投資が増えてこない
と業績が上がってこない。小樽市内はインバウンドが増え、観光業は好調のよ
うだが、他方、製造業には恩恵があまりない。

　・�インバウンド向けよりも国内事業が活性化する施策が必要。� （全道）
その他 �
● �昨年が良くなかったせいなのか、青果物や食品を中心とした需要が上昇基調で
ある。値上げについても、ここにきて決定進度が高くなってきた。ただ、イン
クや接着剤など副資材の値上げがまた出始めてきた。歳暮や企業カレンダー、
年賀状は、廃止の方向が鮮明になってきた。

　・�先日ベトナムに行ってきた社員が、決して裕福ではないが明るい空気感が
漂っていてとてもうらやましかったと話していた。はやく、日本もそのよう
な国になるように願う。� （全道）

主要DI の推移　前年同月との比較では、「景況」、「売上高」、「収益状況」の全
てが低下している。
　11 月から 12 月の推移では、「収益状況」は増加したものの、
「景況」、「売上高」が低下している。
　情報連絡員によると、製造業では、販売価格の上昇は進んで
いるものの、原材料・エネルギー価格等の高止まりが依然とし
て続いている。人件費の上昇や発注の減少により、売上が伸び
悩んでいるほか、組合員のM＆Aによる企業合併も見られると
いった声が寄せられた。非製造業では、冬の観光シーズンを迎
え、外国人観光客に加えて、年末商戦により地元客の客足も増
加しているものの、賑わいが大型店に偏っているとの声があっ
た。また、様々な業種で人材不足となっていて、組合員の廃業
も見られるなど、組合への影響も出ているとの報告もあった。
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景況天気図（前年同月比）
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天気図の見方　各景況項目について調査月と前年同月を比較して、「増加」（または「好転」）したという回答（構成比）から「減少」（または「悪化」）という回答（構成比）を差し引
いた値（DI）をもとに作成。天気の表示は凡例のとおりです。
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非製造業
卸売業 �
● �12 月は季節商品の納入も一段落し落ち着いた動きとなったが、小売店の減少等
で前年に比べ数量が落ち、減収となっている。このため収益も低下した。

　・�生活雑貨等インバウンドの恩恵もあるが、売れているのはネットで拡散した
特定の商品に限られる傾向がある。

　・�設備関係では採用難に加え下請け業者の減少もあって技術者の不足が課題と
なっている。

　・貸会議室、展示室の需要は旺盛である。� （札幌）
● �令和6年 12 月期の当組合買付高は仲卸、荷受 1,860,085 千円（税抜）で、先月の
11 月期実績額 1,518,459 千円（税抜）より 341,626 千円ほど増加した。12 月は需
要期につき買付額が増加した部分が大きいが、とりわけて正月商材の価格の高
騰による影響が大きい。令和7年以降はさらに価格の高騰が進むとのアナウン
スがあり、価格転嫁の進まない青果小売商の経営環境は厳しくなりそうだ。	
� （道央）

● �当月の菓子卸も価格高騰により、売上は伸長している。今年3月に当組合企業
の中で、廃業する企業が1社出てきている。取引先企業である小売業の再編に
より、帳合取引の変更が厳しくなっている。� （全道）
小売業 �
●前年比較　物販 96.7％、金融 91.3％
　・�本格的な冬の観光シーズンとなり、外国人をはじめ観光客が多く訪れてい

る。年末の 12/27（金）と 28（土）の夜は仕事納めの地元民と観光客で中心市街
地の人通りはかつて無いほどの混雑ぶりで飲食店は賑わっていた。業種別売
上では家具が 107％と久しぶりに前年を上回った他、燃料が 103％となった
が、ボリュームの大きい業種の家電が 85％・衣料品で 90％と振るわず全体
で前年割れとなった。収支では、売上減少に伴う収入の減少と、各種値上が
りによる経費の増加および借入金利の上昇で厳しさを増している。� （旭川）

● �経営者の高齢化などの理由により、当会の加盟店の減少に歯止めが効かない。
加盟店の売上は変わらないものの、最低賃金上昇や諸物価高騰などの経営環境
の変化により、価格転嫁に対応できない事業所が苦しんでいる。� （日高）

● �12 月に入って各店から、のしの印字を頼まれるようになり、作業に追われた。
例年、年末特売は年金支給日に合わせていたが、年々客足が鈍くなっており、
少し遅く 12 月 21 日に開催した。6時頃から 12 時頃まで1時間に 30～40 人ほ
どの客が入った。� （小樽）

● �12 月取扱高は、前年同月比 101％の状況。天候に恵まれ飲食店や大型スーパー
の客が増加している。ガソリン価格上昇の負担が増加している。� （苫小牧）

● �小売業は非常に静かな年の瀬を迎えている。活気があるのは食品スーパーや大
型家電店である。衣料販売の組合員店では初売りに備え福袋の準備をしている
が、固定客が主で年々減少している。小売業に関してはどの店舗も高齢層が中
心で減少するさまも納得がいく。道内をはじめ市内でもボーナスの支給額が前
年アップという話も聞くが、一部を除き物価の上昇率を上回ることがなかった
せいか、生活必需品以外の消費に向けられていないようだと話す組合員もい
る。燃料販売店においては、政府の補助金減少から価格高騰をともなったが需
要は前年並み。

　・�12 月の状況について、旅行業は、近隣温泉プラン以外は低調な推移となり、
個人旅行は相変わらず宿泊費を含む旅行代金の高騰がブレーキとなってお
り、企業団体を取り込むべく営業活動を開始。携帯電話販売業については、
他社からの乗り換えは苦戦しているものの、電気、カードといった各種商材
の獲得から前年を超える収入を確保。保険業は、継続して企業への飛び込み
訪問営業を実施しており現在は6件に提案書を作成し交渉中。� （釧路）

● �補助金減少により、月の前半と後半で販売数量の偏りが発生。仕入が天候及び
配送ローリー（2024 年問題）で滞り、オーダーがうまくいかない状態が続いてい
る。

　・年末年始の補助金縮小は、時期を考えてほしかった。� （上川）
● �渡島総合振興局では、これまでの観光入込数の量から、満足度や消費額などの
質への転換を図る目的として、外国人観光客を対象にニーズ調査を実施してい
る。来訪の動機や目的、滞在時間の過ごし方などの聞き取り調査で、その調査
員に、以前、函館朝市独自で実施していた通訳ボランティア事業のメンバーが
選ばれ、函館朝市の他、函館山ロープウェイ、五稜郭タワー、大沼国定公園な
ど各観光地でインタビューを実施している。インバウンド入込は、コロナ明け
後、日に日に多くなっており、特に今年度はクルーズ客船の入港が過去最多の
59 回を記録した。函館朝市の各店舗においても、最近では蟹を茹でて提供した
り、貝類を焼いたりフルーツをカットしたりと現地消費に繋げている店舗も増
えてきているので、今回の調査結果によっては、来年度以降も益々消費が伸び
る期待がある。� （函館）

● �12 月は年末商戦で、今年はエビ、カニの価格が上がり、単価が上昇して、売上
増となった。イクラは例年より価格が上がりすぎたためあまり動かなかった。
マグロは価格もあまり上がらず売上が良かった。31 日の刺身、寿司も今年は連
休で動きが良かった。利益は、仕入価格の上昇で例年より厳しかった。�（札幌）

● �売上高 2,960 万円、前年比 91％。大口得意先からの注文の減少。� （札幌）
● �12 月の「和商の日」は、和商券や各店のお買物券が当たる毎年恒例の富くじ抽
選会を実施し、各店の売り上げ向上にもつながった。10 月に組合事業として
オープンしたパン屋も好調であった。また、正面入り口の空き店舗に、市民食
堂の焼き肉定食店がオープンした。今月は、商店街の歳末大売出しのイベント
も好評であった。地元のお客様の来店も増え、個人観光客や帰省客が増加し
た。札幌のコーヒー店や団子屋、アクセサリー販売、しめ縄、編み物サークル
など、催事の入店も多数参加し、賑わいを見せた。� （釧路）

● �年末ではあるが、液晶テレビの売上が減少。一方で寒冷地エアコンは販売が急
激に増加し、全体の売上は前年並み。今後の大きな問題は事業の継承である。

　・�省エネ需要の拡大を図るキャンペーンを行政などの支援により実施したい。�
� （全道）

● �今年は、米の価格高騰により生産者にとって良かった。ただ、多くのものが値
上がりし痛手だった。� （全道）
商店街 �
● �12 月7日駅前イルミネーション、各商店街イルミネーション点灯～2月 23 日
まで、全市連合大売り出しは 12 月 25 日まで開催。賑わい増に期待。� （帯広）

● �12 月に入りホワイトイルミネーションやミュンヘンクリスマス市など恒例のイ
ベントが開催され、冬の観光シーズンの幕開けとともにインバウンドを中心と
した観光客の数が都心部で増加している。また、今年の 12 月は気温もここ数
年との比較で低めに推移しており、衣料などの冬物需要に対応した売上は伸び

ている。ただ、米や生鮮食品などの食料品、ガソリンなどの価格上昇による買
い控えもあり、全体として大きな売上増へとはつながっていない感があり、今
後の年末、年始商戦の動向が注目される。� （札幌）
サービス業 �
● �地質調査関連の受注契約総額は、前年同月比で2割程度減少している。加えて
燃料費、消耗品、材料費が高騰しているため収益も次第に悪化している。更に
金利の上昇により資金繰りにも影響が出始めている。令和6年度補正予算が閣
議決定され、公共事業費のうち国土強靭化として 1.4 兆円と昨年に比べて 0.1
兆円多く提示されており、今後の発注状況に多いに期待するところである。�
� （全道）

● �季節柄、燃料の消費増に加え来月から重油値上げの予定。光熱費等の消費は増
大の予想であり、また消耗品等営業に係る経費が依然として大きく営業状況は
厳しい。また、除雪等重労働も加わり体力的にも厳しい。� （全道）

● �2024 年の道内中小 IT 企業にとっては、問題点や課題を多く抱えながらも凌い
で業績を確保した1年だったと総括できるが、2025 年もいかに業績確保への悩
みを抱えながらの1年となることを予測する経営者が多い。DX化やGX化を
進めるために旺盛なデジタル化投資が続くことや、北海道内では半導体工場や
データセンター（DC）の建設で、システム開発案件は想定以上に確保できる見
通しだが、業績確保上では相変わらずの「人手不足」と「人材不足」が最大の
障害になりそうだ。その障害の中身を具体的に見ると、①一般企業がDX化、
GX化を自前で進めるための IT 人材採用の強化も影響して、新卒人材や中途採
用人材が計画通りに確保できない　②専門スキルを持った高度 IT 人材の不足　
③若年 IT 技術者や即戦力を求める半導体関連企業やDC企業の好待遇先へ離
職・転職する中堅技術者の増加　④中小 IT 企業の後継者問題　⑤既存社員への
高度技術スキル育成のための手段、コスト、時間の確保が難しい　等にまとめ
られる問題・課題をどのように 2025 年は改善、解決、解消の見通しをつけら
れるかが大きなポイントになる。� （全道）

● �前月までと同様、道内客減少。道外、海外客は前年並み。総体で道内減少分マ
イナスとなり、前年比 94.4％。� （十勝）
建設業 �
● �原材料費の増加は落ち着きの兆しも伺われるが、今後の推移には注視する必要
がある。また、人件費の増加は続いており、収益への影響が生じているほか、
雇用人員不足による事業への影響も出ており、新たな事業獲得が難しい状況に
ある。働き方改革の対応に苦慮している。� （札幌）

● �官庁工事については、秋以降の入札不調の状況は、電気工事では余り目立たな
いが、設備工事と工事監理においてかなり顕著になっている。また、次年度発
注予定工事において、今年度の実質設計が完了せずに先送りになる案件が増え
る懸念が出てきている。民間工事では、戸建住宅でわずかに回復基調にある
が、マンションはまだまだ低調である。千歳に集積される半導体産業は、設
計、資材調達、加工、切断、計測、検査はじめナノテクノロジーでの多様な工
程が分業化されており、一社のみならず、多くの世界的企業の進出が予定さ
れ、千歳工業団地の 30 区画の売出しが即完売となった。既に、物流施設や住
宅、ホテル、商業施設等の工事が多く発注されているが、今後は千歳方面の設
備投資が一層進むものと思われる。資材費、人件費高騰に伴う「価格転嫁」に
ついては、やはり人材不足、業者不足の状況もあって、少しずつ改善されつつ
ある。「働き方改革」について、官庁工事は「週休2日型」の導入が本格化し
てきたが、民間現場については、資材の納入遅れや人材不足による工程遅れも
あり、今後の冬季の追い込み期については、工期に間に合わせるために長時間
労働がなかなか改善されないのでは？と予想している。

　・�やはり、人材難の問題について、北海道は今後半導体分野に相当の技術者が
必要となるのは間違いなく、従来の電気工事、保守の分野の人材の確保のた
めにも、小中学生たちが技術系の進路に進むような、政府や北海道の施策が
望まれる。特に、工業高校電気科に進む生徒の確保のための様々な支援策
（授業料は既に無償なので教材費や通学費の支援、遠方出身者のための寮の
設置、その他 IT 教育の費用などへの支援）が必要となってくる。また、電気
分野は外国人の活用が難しいと思っていたが、やはり外国人も活用せねばな
らない時代になると思う。北海道に福祉分野やサービス業、土木工事等で少
しずつ外国人が増えて来たが、電気工事分野でどういった取り組みが必要な
のか今後業界でも検討していく必要がある。� （全道）

● �本格的な降雪期となり、除雪業務を請け負っている組合員は忙しい状況となっ
ている。今年は、例年になく降雪が早く、加えて 12 月に入り毎日の降雪と、
20 日からは－20°の冷え込みの影響から水道の凍結解氷作業のため忙しい日々
が続いている。エルニーニョの影響から雪の多い予報が出ており、組合員に
とっては大忙しの年となりそうである。

　・�今後の経営状況見通しが厳しいことから経営審議会において上下水道料金の
見直しに係る答申があり、市議会常任委員会に付託されている。新年度予算
については、年明けの上部予算査定を待つ状況となっている。

　・�地域の実情としては、クリスマスや年の瀬を迎えて消費も順調に推移しはじ
め、ようやく活気を取り戻している。� （名寄）

運輸業 �
● �全般に貨物量の変動があるが、いつもの年末のように特に忙しくないようだ。�
� （小樽）

● �日用雑貨・食料品等は年末商戦のため活発に動いているが、トラックが見つか
らないため、穴の開いた仕事は事務職が手伝っている。

　・農水産物の輸送量は例年並み。
　・�ガソリン代等の補助金が減額され、石油の需要が一気に集中したため、石油

配送に携わる業務が大忙しとなった。
　・�次世代半導体生産工場関連の荷動きは活発だが、スポットの荷物なので車が

見つからない。
　・�ドライバー不足のため自社の運送業務をこなすのが精いっぱいで、外注の仕

事までは手が回らず、売上を逸している。� （全道）
● �農産物については、作柄が良かったことから荷動きも順調。11 月までは JRの
車軸問題でコンテナ便からトラック便にシフトしていたが、ほぼ解決に至った
ため落ち着いた。

　・�一般カーゴは先月に引続き、半導体製造工場関連の貨物が増加しており、ユ
ニック車が不足している。域内輸送も前年より荷動きが良くなっている。�
� （石狩）

●売上高は、前年同月比（11 月）8.31％減少
　・乗務員数は、前年同月比（12 月）3.7％減少
　・11 月分チケット取扱高は、前年同月比 1.29％増加� （旭川）
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